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１ 

令和７年第２回衣浦衛生組合議会協議会会議録 

令和７年第２回衣浦衛生組合議会協議会は、令和７年５月27日（火）午前10時 

衣浦衛生組合会議室に招集された。 

１．議事日程 

第１ 協議事項（１） 衣浦衛生組合議会議員等の紹介について 

第２ 協議事項（２） 衣浦衛生組合議会申合せ事項等について 

２．本日の会議に付した事件 

（１） 議事日程第１ 

３．議員 

定数 10名   欠員 なし 

１番  山口 春美         ２番  大竹 敦子 

３番  小林 晃三         ４番  藤田 宇哉 

５番  髙木 洋和         ６番  荒川 義孝 

７番  神谷 直子         ８番  倉田 利奈 

９番  野々山 啓         10番  福岡 里香 

欠席議員（０名） 

４．説明のため出席した者 

事務局長  片山 正樹       庶務課長  髙橋 文彦 

業務課長  芝田 啓二 

５．出席した事務局職員 

庶 務 課 課 長 補 佐  糟谷  勲 

業 務 課 課 長 補 佐  安藤 理純 

業 務 課 課 長 補 佐  磯貝 光好 

庶 務 課 庶 務 係 長  富山 順子 

庶 務 課 施 設 係 長  磯村 和徳 

６．会議の経過 
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（午前10時開会） 

○事務局長（片山正樹） ただいまより、組合構成市より委員10名をお迎えいたしまして、令

和７年第２回衣浦衛生組合議会協議会を開催いたします。 

協議会の会長は、衣浦衛生組合議会協議会規定第３条の規定によりまして、会長は議長をもっ

て充てると定められております。現在、協議会の会長、副会長ともに空席でございますので、地

方自治法第107条の規定に準じまして、年長の議員に臨時会長の職務を行っていただきます。 

本日の出席議員の中で、山口春美議員が最年長でございます。 

それでは、山口春美議員、臨時会長のほうをよろしくお願いいたします。 

〇臨時会長（山口春美） おはようございます。 

ただいま御紹介にあずかりました山口春美でございます。75歳で最年長でございますので、

よろしくお願いいたします。 

協議会会長が決定するまでの間、私が臨時会長の職務を務めさせていただきますので、よろし

くお願いいたします。 

ただいまの出席議員は10名であります。よって、第７回令和７年第２回衣浦衛生組合議会協

議会は成立いたしました。よって、会議を開会いたします。これより会議に入ります。 

本日の競技事項は、お手元に配付の協議日程、日程表のとおりであります。 

ただいまより、協議事項１ 衣浦衛生組合議会議員等の紹介を行います。 

本件について、事務局より紹介を認めます。 

○事務局長（片山正樹） 会長、事務局長。 

○臨時会長（山口春美） 事務局長。 

――――――――――――――――――――――――――――――― 

○事務局長（片山正樹） ただいま議題となりました協議事項（１）衣浦衛生組合議会議員等の

紹介につきまして、参考資料１、２より御紹介いたします。 

名簿順につきましては、両市の議会より報告がありました名簿順に整理させていただいたもの

であり、御紹介はこの名簿順とさせていただきます。なお、本議会におきましても、ここの名簿

順を議席順とさせていただく予定でございます。議席が決するまでの間は、仮の議席として御理

解いただきますようお願いいたします。 

それでは、お一人ずつお名前をお呼びいたしますので、恐れ入りますが、自席で御起立をお願

いいたします。 

衣浦衛生組合議会議員は、碧南市議会より選出の議員としまして、山口春美議員、大竹敦子議

員、小林晃三議員、藤田宇哉議員、髙木洋和議員、高浜市議会より選出の議員といたしまして、

荒川義孝議員、神谷直子議員、倉田利奈議員、野々山啓議員、福岡里香議員。以上でございます。 

〇臨時会長（山口春美） 紹介が終わりました。ただいま事務局より紹介、説明がありましたと

おり、本日の着席順を本会議において議席が決するまでの仮の議席とすることに、御異議ありま
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せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇臨時会長（山口春美） 異議なしと認めます。よって、着席の順を仮議席とすることに決定い

たしました。 

次に協議事項。 

〇事務局長（片山正樹）続きまして、本日出席をしております組合側の一般職員の紹介を引き続

きさせていただきたいと思います。 

事務局長は、私、片山正樹でございます。よろしくお願いいたします。 

庶務課長、髙橋文彦、業務課長、芝田啓二、庶務課課長補佐、糟谷 勲、業務課課長補佐、安

藤理純、業務課課長補佐、磯貝光好、庶務課庶務係長、富山順子、庶務課施設係長、磯村和徳、 

以上で、協議事項（１）衣浦衛生組合議会議員等の紹介とさせていただきます。よろしくお願い

します。 

――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇臨時会長（山口春美） 次に協議事項（２） 衣浦衛生組合議会申合せ事項等についてを議題

といたします。 

本件について、事務局の説明を求めます。 

〇事務局長（片山正樹） 会長。事務局長。 

〇臨時会長（山口春美） 事務局長。 

〇事務局長（片山正樹） ただいま議題となりました協議事項（２）衣浦衛生組合議会申合せ事

項等につきまして、御説明いたします。 

この申合せ事項は、昨年５月31日開催の組合議会協議会で決定されたものでございます。 

初めに、１、議長、副議長の選出についてでございますが、（１）議長は管理者の属する市以

外の市の議員の中から選挙する。（２）副議長は議長の属する市以外の市の議員の中から選挙す

るというものでございます。これにより、現在管理者は碧南市長でございますので、議長は高浜

市の議員、副議長は碧南市の議員よりお選びいただくものでございます。 

次に、２、監査委員の選出についてでございますが、議会選出の監査委員は議長の属する市以

外の市の議員の中から選出するというものでございます。これにより、議員選出の監査委員は碧

南市の議員の中から選出していただくものでございます。 

次に、３、議案に関する質疑についてでございますが、議会会議規則では質疑は同一の議題に

ついては、１人で３回を超えることができないとしておりますが、当初予算及び決算認定の議案

につきましては、歳入、歳出それぞれ３回まで質疑することができるとしております。これは、

平成23年11月28日、組合議会協議会にて決定されたものでございます。 

次に、４、一般質問についてでございますが、（１）実施する定例会は、５月定例会を除く組

合議会定例会、（２）質問順序は受付順、（３）質問時間は、質問時間のみで20分以内、
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（４）質問方式は、アの一括質問、一括答弁方式、質問回数は３回まで、または、イの一問一答

方式でございます。 

（５）、提出期日は、定例会開会日の14日前から10日前までの間の午前９時から午後５時まで。

ただし、最終日の受付時間は正午までとするというものでございます。昨年５月31日、組合議

会協議会にて決定されたものでございます。 

次に、（６）一般質問通告書は、別紙３ページ、４ページ両面に記載のとおりでございます。

なお、一般質問通告書は、会議規則の精神を尊重し、理解し、質問の要旨をできるだけ具体的に

分かりやすく記載することというもので、これは令和５年５月31日、組合議会協議会において

御了承いただいたものでございます。よろしくお願いいたします。 

次に、５、予算決算に関する概要説明会についてでございますが、予算については予算案（議

案）の送付から定例会開催日までの間に、決算については決算証書類閲覧の実施日に、それぞれ

の説明会を開催するというものでございます。 

６、概要説明会等への飲料水の持込みについてでございますが、概要説明会及び議会協議会に

おいては、飲料水等（水、お茶）を水筒もしくはペットボトルに入れて持ち込めるものとすると

いうもので、これは平成29年12月26日、組合議会協議会にて決定されたものでございます。 

２ページへ移ります。７、申合せ事項の確認についてでございますが、改選期ごとに改めて協

議ならびに確認するものとするというものでございます。 

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇臨時会長（山口春美） 説明が終わりました。これより協議に入ります。忌憚のない御意見を

ここの場所にいる10人が、改めて決めていく申合せ事項ですから、意見または事務局への質疑

という形であれば、御発言いただきたいと思います。 

〇８番（倉田利奈）［挙手］ 

〇臨時会長（山口春美）はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） では、まず質問からお願いしたいと思います。 

まず、１ページの４の（６）質問通告書、この一般質問通告書は、会議規則の精神を尊重しと

なっているのですけれども、これは会議規則の何条でどのような条文であるのか、教えていただ

きたいと思います。 

それから、衛生組合議会というのは、いわゆる議会運営委員会が設置されていないということ

から、今後、議会の日程についてはどのように決めていくのかを教えていただきたいと思います。 

〇臨時会長（山口春美） 事務局でよろしいですか。 

〇８番（倉田利奈） はい。 

〇臨時会長（山口春美） 事務局、御答弁ください。 

〇庶務課長（髙橋文彦） 会長。庶務課長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。庶務課長。 
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〇庶務課長（髙橋文彦） 一般質問通告書のここに記載しております会議規則の精神を尊重しと

いう部分でございますが、具体的にどの条例、第何条かというところはお示ししておりませんけ

れども、議会会議規則そのものが議会の運営を速やかに行うという精神のための規則でございま

すので、議会運営を滞りなく行うというところに御理解をいただきたいということでございます。 

議会日程でございますけれども、あくまでも前年度において両市の議会の日程が決まりました

ら、そこの間に入れ込む形でかなりタイトな日程になってまいりますけれども、様々な行事があ

る中で組合の議会というのを組み込ませていただいておりますので、その年度、その年度によっ

ては少々通知をさせていただいてから議会の当日まで、一応１週間前には日程は通知させていた

だきますけれども、そういうところで議員各位におかれましては非常に大変な中であると思いま

すけれども、御理解のほうをよろしくお願いしたいと思います。 

〇８番（倉田利奈）［挙手］ 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） はい。よく分からない答弁ですけれど、今の日程でいきますと、まず、一

般質問のところが５月定例会を除くというふうに書かれているのですけれど、やはり私たちは、

議員としての仕事を全うするためには、やはりきちんと一般質問をやらなければ、次の定例会が

９月なんですよね。９月まで一切一般質問ができないということで、本当にこれは私としては、

もうこのこんな状況でいいのかという思いでございます。 

で、今回の日程見ましても、例えば通告のところ見ますと、一般質問があきらかにできないよ

うな形になっているんですよね。ですので、私としましては、この５月定例会を除く、この日程

については、今後、改善していっていただきたいと思うのですけれど、５月定例会を除くという

ものはやはり、これは削除すべきだと私は考えます。別にやらないにはやらなくていいと思うの

ですけれど、削除し、それから今回につきましても、もしやらせて、皆さんですね、やりたいと

いう人が、私はやりたいと思っています。 

ですから、やはり、通告ぎりぎりですけれど、今日でも明日でも通告して、私はやるべきです

し、これをずっと、引きずっていくと結局、来年度もずっと今後も、こういった日程を組まれて

しまうと、一切５月に一般質問ができないという状況になりますので、皆さん、こういうのは改

善すべきと思います。まず、そこの点について改善すべきと思いますので、いかがでしょうか。 

〇臨時会長（山口春美） 執行部にもしこの５月定例会を除くというところを削除した場合、何

が問題が起こってくるのか問題点があれば教えていただき、問題点がなければみんなの総意で６

月議会、５月議会も貴重な場ですので、１年間あっという間に過ぎてしまうので、私たちの総意

でやっていくというふうに決したいと思うのですが、執行部、何か支障がありますか。 

〇６番（荒川義孝） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。荒川議員。 

〇６番（荒川義孝） １点確認したいのですが、よろしいですか。 
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〇臨時会長（山口春美） はい。 

〇６番（荒川義孝） 今の倉田議員の質疑について、当局に確認をしたいのですけれども、碧南

市、高浜市とも臨時会が多分５月20日前後ぐらいに開催されると思います。それによって選出

される議員がここにそろっていると思うのですけれど、この一般質問の提出期日を見ると、定例

会の開会日の14日前から10日までの間に提出となっております。その日程の設定なんですよ。

臨時会から今回の協議会を経て本会議という形になってくるんですけれど、この間日程の設定が

できないということで、こういう設定になっているんでしょうかということを確認させてくださ

い。 

〇臨時会長（山口春美） はい。執行部。 

〇庶務課長（髙橋文彦） 会長。庶務課長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。庶務課長。 

〇庶務課長（髙橋文彦） そういうこともございますが、５月は改選したところでございますの

で、過去の話合いの中では５月に一般質問というのは、なかなか難しいであろうという判断の基

に決められたものでございますので、その辺りはこの申合せ事項の中で話合いをしていただけれ

ばと思います。お願いします。 

〇６番（荒川義孝） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。荒川議員。 

〇６番（荒川義孝） ありがとうございました。そうしますと、この令和６年５月31日の組合

議会協議会で決定とあっておりますが、この件については、十分に議論されたということなので

すか。 

〇庶務課長（髙橋文彦） 会長、庶務課長。 

〇臨時課長（山口春美） はい。庶務課長。 

〇庶務課長（髙橋文彦） この昨年５月31日の協議会の中で話合いが行なわれたのは、最終日

については、この受付時間は正午まででお願いするというところが決められたものでございます。

この定例会前の14日前から10日前までというのはそれ以前から決められておるものでございま

す。よろしくお願いします。 

〇８番（倉田利奈） はい。会長。 

〇臨時課長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） やはりこれは我々がしっかり議員としての職務を果たすべく、日程をまず

は組んでいただきたいというところなんですが、今回、このように組まれてしまったというとこ

ろなので、そこは一旦仕方ないと思います。ただ、やはり荒川議員いいですか。皆さんがここで

議員が職務を果たすべく、一般質問をやりましょうということで、皆さんが同意していただけれ

ばやれることですので、ぜひこれは、皆さん同意していただかないと、日程がこんなふうだから

できないとか、ほかの理由よく分かりませんけれど、そのような理由では、議員として問題があ
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るのではないと思いますので、ぜひとも皆さんの総意で、ぜひこれはやるべきだということで声

を上げていただきたいと思います。 

〇臨時会長（山口春美） 執行部からも特に支障があるということは言われませんでしたので、

ありますか、支障が。お答えください。 

〇事務局長（片山正樹） 会長。事務局長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。事務局長。 

〇事務局長（片山正樹） 先ほど、荒川議員が言われたとおりですね、両市の市議会のその後に、

一般質問受け付けてということは、実際、今の９月、12月、３月の議会でも非常にタイトなス

ケジュールです。それこそ打合せができるかできないか。それで、昨年度ですね、その最終日の

提出期限を半日ですけれども、ずらして正午までとさせていただいた経緯もございます。 

それは、執行部としての答弁もしっかりした上で答弁をしたいというのもありますし、誠実に

答弁するには、それぐらいの時間が必要だろうということで、半日ですけれども、ずらしていた

だいた経緯がございます。 

ですので、５月については、先ほど庶務課長も言いましたが、非常に難しいのかなというよう

な感じはございます。要は、一部事務組合ですので、両市の議員から選出していただいてきた議

会であります。県内の一部組合を調べてみますと、この定例会を４回やっているところはうちだ

けです。もうほとんど２回、８月議会、２月議会、これが大多数。あと３回というところもあり

ますけれども、そのように議会をいつに何回開くということで、２月、８月議会にするならば、

そこら辺はクリアになってくるかなという気もします。 

それから、一般質問も受付をやっている組合もありますし、やっていないところもあります。

その代わり予算質疑、決算質疑は、無条件で受けるだとか、そういうふうにやっているところも

ございます 

だから、何がいいか、２回にしたほうがいいのか、そこら辺は、今後もし考えていく必要があ

るならば考えていかなければいけないところかなと思うのですけれども、これをただ単に、じゃ

あ５月も、６月もやったほうがいいじゃないかというのは、ちょっと無理があるのかなというふ

うに事務局のほうでは考えております。 

〇８番（倉田利奈） はい。会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） 無理があるとおっしゃったのですけれど、例えば、この日程を見ますと、

９月議会、これは９月定例会、９月29日に行われます。それから、12月議会、これも12月25日

です。いずれも高浜市の場合ですと、９月議会、12月議会、通常どおり行われた場合、選挙と

かあった場合は別ですけれど、高浜市でいうと、高浜市の定例会以降にやっているんですよね、

この衛生組合議会を。だけど、なぜか６月議会だけは前にやっている。５月にやっている。その

理由を教えてください。なぜですか。そこが理解できない。これを見ると、５月定例会に一般質
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問ができないようにしているんじゃないかというふうに、なんか恣意的にされるというふうに判

断されてもおかしくないのかなと思ってしまうので、そういう誤解のないようにちょっと説明い

ただきたいと思うのですが、いかがでしょうか。 

〇庶務課長（髙橋文彦） 会長。庶務課長。 

〇臨時会長（山口春美） 庶務課長。 

〇庶務課長（髙橋文彦） ９月の議会なり、12月議会なりそれぞれ議案がございますので、両

市の議決を待って、組合の議会を開く必要がある部分がございます。５月につきましては、管理

者の選挙ですとか、議長、副議長の選挙ですとか、監査委員の選任等で、組合独自のものでござ

いますので、それは両市の議会の影響がないところでということで開催されるものでございます

ので、その点は御理解いただければと思います。 

〇８番（倉田利奈） はい。会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） 今回は、こういう形になりましたけれど、今後やはりこの組合議会の議長、

副議長が今不在なわけなんですよね。それであればこういったこの５月の終わりに、議長、副議

長をここで決めることは、私はやぶさかではございません。 

それは臨時議会という形でやればいいと思います。６月議会は６月議会でしっかり我々が職務

を果たせるように、議会終わってから日程を組んでいただけるようお願いしたいと思いますし、

今回、やはり、今後今回は無理だとしても５月定例会が開けるように、５月定例会で、５月定例

会なり、６月定例会になったとしても、６月定例会でしっかり一般質問ができるように今後して

いただきたいと要望しますし、皆さんも、ぜひそういった一般質問の機会、さっきいろいろ事務

局長がおっしゃっていましたけれども、あれは議会の後退ですよね。 

やはり私たちがしっかり職務を果たすべく、機会をより多く設けるのが我々の役目でございま

すので、後退するような発言は本当にやめていただきたいと思いますし、我々が先陣を切って議

会改革なり、ここの衛生組合議会をほかだって例えば衛生組合、このクリーンセンターを独自で

持っている自治体はきちんと委員会付託もされていますし、一般質問もできるわけなんですよ。

一部事務組合でやっているがためにできないということは、私はそれは理解できませんし、議員

がしっかりやるべきだと思いますので、御理解いただきたいと思います。 

〇臨時会長（山口春美） 今日は私、１日権限をもっていますので、仕切らせていただきたいと

思うのですが、ここで倉田議員の６月議会の質問を採択と可否を決めてしまうと、ほかのことが

影響してくるので、それも全部含めてまずは問題点を出して、全部論議をした上で、最終的に賛

否を一つ一つやっていくんですか。そうしないと、一つずつやっていったら、さっきも言われた

ように、もともとこの衣浦衛生組合議会では、予算決算は自由に回数制限もなく闊達にやってい

たんですよ。だからあえて一般質問という項目は規則の中に書かれていたけれども、私たちもそ

の当時は一般質問をあえてやりませんでした。十分に論議がされ、資料もたくさん出ていました
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ので。 

ところが、ある日知らないうちに、これが３回制限になってしまって、その後、歳入歳出で３

回、３回となったんですけれど、一方でこういう発言封じがされたので、そんなことならば一般

質問やるよということで事が始まったと思うんですね。 

もし皆さん、ほかの議員さんは黙ってみえるんですけれども、６月議会やろうと思えば私たち

の総意ですから、この30日までに出せばやれると思うんです。そのボリュームも、本庁と比べ

て、この間口が広いわけじゃないので。しかも、焼却場の処分という大事な問題抱えていますの

で、やろうと思えばやれると思うし、これをやっていくのか、それとも予算決算の３回制限をな

くして、もっと自由に前のように戻していくのか。一般質問やらなかった時代にね。戻していく

のかというのも表裏一体としてあるような気がするので、どうですか。 

〇８番（倉田利奈） はい。会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） 今の会長のこれまでの経緯を聞いておりますと、やはり議員の責務果たす

べく、しっかり質問ができたということなんですよね、以前は。それができなくなかったから、

一般質問が入ったということなのですけれど。それでいきますと、やはり先ほどおっしゃってい

るような質疑の回数制限、ここが関わってくると思うんですね。私も以前、組合議会で決算予算

をやったときに、あまりにも３回しかできないということなので、１回の質問がすごくボリュー

ムが出てしまいます。ボリュームが出るとやはり、当局のほうも、もうパニクってしまって何を

どう答えていいか分からなくなるというところで、もうすごく答弁漏れも多かったですし、しっ

かり多分当局も本来であればきちんと答弁できたところが、説明不足になってしまったというと

ころで、そういうなかなか当局としても、いろいろ悔しい思いをしたんではないかなと思うとこ

ろが多々ございました。 

そういうことを考えると、やはり私は、まずこの３回の制限につきましては、やはりこれは変

える。もし一般質問、今回やれないということであれば、３回制限を変えるべきだと思いますし、

特に予算決算におきましては、やはり、両市議会、委員会付託をされているわけですので、私は

予算委員会または特別決算委員会という形で、委員会付託できるような形で、委員会を設置すべ

きだと思いますが、いかがでしょうか。 

〇臨時会長（山口春美） ほかの議員の方、発言おありですか。 

〇７番（神谷直子） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） 神谷議員。 

〇７番（神谷直子） その６、５月定例会を除く、で、５月定例会にその一般質問をしたいとい

うその要望は理解できるんですけれども、もう５月定例会、今度30日に開かれるわけですよね。

これに書いてあると提出期限が、定例会開会日の14日前から10日までの間の期間よりもずっと

短いわけです。もし今日出すのか明日出すのかちょっと分かりませんけれど、そういって一般質



 

１０ 

問されるとなるならば、すごく期間的に短いので、どう考えても事務局の方の負担がかかってし

まうのではないかと思います。 

もしやられるならば、折衷案は、そんな突然の折衷案で申し訳ないのですけれども、臨時会を

やるのか、１年かけて５月定例会じゃない６月定例会にして、５月は臨時会にするというような

方向で考えていくのか、我々で考えていくという。今日明日で決めるようなことではないと思い

ますので、もうちょっと時間をかけて皆さんで議論してつくり上げていくという形がいいと思い

ますけれど、いかがですか。 

〇８番（倉田利奈） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） 今、７番の神谷議員がおっしゃったことは、本当に臨時議会をやって、本

来であればそこで議長、副議長決めて、６月の終わりに定例会をやっていただくというのが、お

互いタイトにならないということで理想的な形かと思います。ただそれが今すぐできるかという

とできないとは思います。 

ただそれに代わる話としまして、先ほど言ったようにそれを今回できない、確かに私もそれは

非常に難しいと思っています。なので、それであればやはり、しっかり質疑ができるように１人

３回というのは、やはりそれは撤回すべきかなと思いますし、予算決算に関しては委員会付託で

きるように、委員会を設置することを求めたいと思います。 

〇臨時会長（山口春美） どうしましょうか。ほかの方、御意見ありますか。 

私は、会長折衷案として、５月議会の一般質問は、もし今後の課題ということにするならば、

すぐ９月議会が来ちゃうので、予算決算については、本当に執行部も答弁漏ればっかりです。た

くさんやるからね。だから、そういうことも経験して、何度もの答弁漏れがありますよというこ

とで、また１回使われてしまうということもあるので、予算決算はそうやって、１日設定してい

るこの日程をこういったことはありませんよ、２日にわたるとか、夜中までかかるとかそんなこ

とはない。 

私たちもちゃんと良識はある議員として、それは空気を読みながらやっています。だから、予

算決算については、十分に回数制限なしでやっていくということで、この場では10人が総意す

ればやれることなので、まずは一歩前進ということにされてはどうでしょうか。 

委員会設置という、また難しい案も出されたのですが、もしこの本会議で１日設定でこうやる

ということで今まで長い間やってきたので、この元々は３回という制限はなかったので、このこ

こに戻すということで折衷案として、もしよければあとのことは水に流し、３回制限だけはなく

していくということで、私たちはチェック機能があるわけですからね、執行部に対して。議会事

務局がないわけですから、執行部とやり取りして執行部がだめと言っているから、それじゃ聞く

なんてことはチェック機能果たさないですよというふうに思う。 

〇６番（荒川義孝）会長。 
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〇臨時会長（山口春美） 荒川議員。 

〇６番（荒川義孝） 今ちょっと会長いろいろ御意見いただいたんですけれども。しっかりやる

なら、会として決を採ってください。 

〇臨時会長（山口春美） そうですね。ぜひ前向きに。 

〇７番（神谷直子） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） 神谷議員。 

〇７番（神谷直子） その３回になった経緯とか、今、会長のお話しか聞いておりませんので、

もうちょっとその辺りを詳しく聞きたいと思います。事務局長、答えられますかね。お願いした

いんですけれど。 

〇庶務課長（髙橋文彦） 会長、庶務課長。 

〇臨時会長（山口春美） 庶務課長。 

〇庶務課長（髙橋文彦） 質問回数のこの至った経緯でございますけれども、そもそも議会会議

規則第18条には、質疑は同一の議題について１人３回超えることができないと、これはいずれ

の会、どの自治体の会議規則の大方このことは、会議規則にうたわれております。 

組合としては、それを特に議長の許可を得たときにはこの限りではないというもとで、平成

21年以前は質問回数に特に制限を設けずにやられていたというようです。 

ただ、平成21年の５月議会のときに、議長のほうから４回目にあたった質問が、質疑が４回

目になった議員に対して、３回を超えることはできないというふうに制止をされたということで、

これはあくまで議長がその会議規則にのっとって、その指摘をしたというところであると。 

ただ、これよりちょっとその質問、質疑回数の制限についてが議論になりまして、平成23年

11月の臨時で協議会を開いたときに、当初予算及び決算認定の場合は、歳入歳出それぞれ３回

というところで話が落ち着いたというところでございます。 

過去には協議会なり、議会の中で度々この回数制限ついては話合いが行われておりまして、ざ

っと上げますと、平成21年５月議会から３回ということがありまして、平成23年11月について

は、質疑回数について討論がなされ、平成23年12月議会において歳入歳出３回という取決めが

されたということでございます。 

あと、同日の平成23年の12月議会、これにはこの歳入歳出３回までという制限を設けたこと

に対しまして、一般質問を実施するという取決めが行われたということでございます。 

以上です。 

〇８番（倉田利奈） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） 確かに、会議規則には３回と書いてありますが、会議規則については法的

拘束力もございませんし、簡単に変更はできるわけですので、ここでいっそのこと変えてもいい

と思いますし、会議規則はそういう形であっても、やはり委員会付託がないわけですから、委員
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会設置していただけるならまだいいですよ、私は。 

でも、委員会付託もされずに本会議のみ、それも１日のみということですので、やはりこれは

それで皆さん、市民の方からいろいろ聞かれて説明責任果たせるならいいんですけれど、私はと

てもじゃないけれど果たすことはできませんので、やはりそれはしっかりお互いにですね、これ

本当にお互いのためだと思うんですよね。 

もう一気にやると当局も分からなくなるし、何を答えていいか分からない。我々もしっかり答

えいただけなければ、市民にも説明責任果たすことができない。 

そして、賛成なのか、反対なのか、しっかり判断ができないということになりますので、私は

お互いのためだと思っていますので、ぜひこの３回については撤廃、撤回するか、もしくは委員

会付託しないのであれば、これは撤回しかないと思っておりますので、お願いいたします。 

〇７番（神谷直子） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） 神谷議員。 

〇７番（神谷直子） 今の経緯をお聞きいたしますと、その３回を縛ったから一般質問をされる

ようになったというお話でしたので、その３回を縛った議長が見えて、その議論が度々重なった

みたいなお話でしたので、やっぱり３回は必要だったのかなと、その歴史の経緯を聞いています

と思います。 

一般質問をその５月ができない、ではどうするのかというところを、１年かけていくというほ

うが私はいいのではないかと思いますけれども、皆様、いかがでしょうか。 

〇２番（大竹敦子） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。大竹議員。 

〇２番（大竹敦子） いろいろと皆さんの御意見を聞かせていただきました。 

まず、委員会設置というのは、設置は簡単かもしれませんけれども、このタイトなスケジュー

ルの中で委員会を開くということが大変難しいのかな。また、10名しかいない議会でございま

すので、それを分けるのも大変かなというふうに思いますので、委員会の設置は厳しいのかなと

思ってしまいます。 

それから、ひとつお聞きしたいのは、例えば先ほどの説明の中に、臨時の協議会をされたこと

があるということなのですけれど、それはこの時点で、例えば議長、副議長、それから議員とか

というメンバーが30日に決まります。そのメンバーで、臨時の協議会を設置するということは

可能なのか、それをまずお聞かせください。 

〇庶務課長（髙橋文彦） 会長、庶務課長。 

〇臨時会長（山口春美） 庶務課長。 

〇庶務課長（髙橋文彦） その臨時で行うということは特に可能でありますので、よろしくお願

いします。 

〇８番（倉田利奈） はい。 



 

１３ 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） 今、委員会の設置のことをおっしゃったのですけれど、例えば高浜市だと

最終日に本会議、市議会の本会議で最終日に追加の議案とか出ますよね。そういう場合に、例え

ばそこで委員会の設置を求められた場合は、暫時休憩して委員会の設置が可能です。その後に本

会議に戻るということが可能なので、別にこの１日だとしても途中で委員会の設置を、暫時休憩

をして、委員会の設置をすることができると私は考えておりますし、メンバーも別に全員でやれ

ばいいと思っております。特になんか分ける必要なんかないんで。 

 だって、例えばですね、碧南市でも高浜市でもですね、たくさん議案があればそれは分けてい

るだけの話で、ここはそこまで多くはありませんので、やはりそれは特に、うちは予算特別委員

会、決算特別委員会は、議長、副議長以外全員委員ですので、はい。14人しかおりませんので、

12人でやっております。もういわゆる監査が抜けておりますかね。 

ですから、それで全然やれますので、やろうと思えばできると思います。ですから、今タイト

とおっしゃいましたけれども、１日で十分に私はできますので。 

〇臨時会長（山口春美） 切り替えればいいよね。 

〇８番（倉田利奈） はい。 

〇２番（大竹敦子） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。大竹議員。 

〇２番（大竹敦子） ありがとうございました。そういう認識が欠けておったことを認識させて

いただきました。ですので、私が言いたいのは、この場で私ども今日それほどの認識が薄かった

のを申し訳ないかと思いますけれども、今ここで提案されてすぐ決めるというはちょっと今まで

の経緯もありますし、お一人お一人の考えもちょっと分からないかなという中で戸惑いもありま

すので、とりあえず議長、副議長を決めた後に議運があるかと思います。 

それで臨時会を決めていただいて、それまでに各個人、市なら市で方針というか考え方をもう

少し練った上で協議会を設置したときに、今後どういうふうに流れとしてやっていくのかを決め

たらいかがかなと。 

ここですぐに採決をするというのは、とてもちょっと私としてもこれまでのことがまだ頭によ

く入っておりませんので、決めるのは難しいかなというふうに思いますので、いかがでしょうか。

すみません。 

〇９番（野々山啓） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。野々山議員。 

〇９番（野々山啓） はい。私も、今回初めて衣浦の議員を務めさせていただくということです。 

〇臨時会長（山口春美） 初めてですか。 

〇９番（野々山啓） 大丈夫ですか。 

〇臨時会長（山口春美） うん。 
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〇９番（野々山啓） この衣浦衛生組合議会のこの進め方もはっきりまだ分からない。これから

勉強していかなければならない立場でございますので、その中で今日ここでこの議会の在り方を

決めていくというのは、少し厳しいなという気持ちがありますので、この１年かけて勉強してい

く中でいろいろ変えていくべきところは変えていったほうがいいかなと。変えずにそのままでい

いものであれば、変えずにそのままでいいかなと思いますので、今日ここで決めていただくとい

うのは少し厳しいという意見でありますので、よろしくお願いいたします。 

〇８番（倉田利奈） はい。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） 大竹議員のおっしゃることも分かります。分かるんですけれども、ただで

すね、もうこれはびっくりなんですよね。今日協議会やって、30日が定例会なんですよね。も

うこの日程自体びっくりなんですけど。なので、この定例会自体もうすぐ始まってしまうので、

やはりそこをどうするかというところだと思います。定例会、今回はですね、議案１本かなと思

うんですけれど。30日が定例会ですよね、なので、すぐなんですよね。今回は議案１本なので、

今回はそれで３回でいって、次からは考えるというお考えでしょうか。 

あと、さっき議運みたいな話が出たんですけれど、衛生組合議会は、議会委員会はないので、

なので、やはりこの全員協議会で、私は決めるしかないと思っていますけれど、いかがでしょう

か。 

〇臨時会長（山口春美） 申合せ事項は、今日決着するということで提案がされていると思うの

ですね。で、委員会設置となると、規則、条例を変えなきゃいけないと思うので、またこれは時

間がかかる話で、今日のところの問題点は、こういう世の中で傍聴者にとっても分かりやすい市

民に開かれた議会にするための申合せ事項が、ちゃんと合っているかどうかというところを論議

するべきところで、先ほど言われた５月議会での一般質問ということをあえて、却下ということ

になるならば３回制限については、ここはみんなの申合せで、ただし、予算決算についてはフリ

ートークでやれと。一問一答方式でやれるという形でやるならば、今日この場で決定することが

できるんじゃないかと思うのですね。 

場を代えて、正副議長に代えて、私の権限を剥奪して、多数でぺけにしてしまうというのは今

までやってきたとおりで、だから一旦水面下で決めたらこれ、てこでも変わらないという形で、

非民主的な運営がされてきました。せっかくいただいた会長席ですので、今日のうちに３回の予

算決算の縛りはなくして、一問一答方式でやっていくというふうにすれば、条例規則変わらない

ですよね。今日決着できるんじゃないですか。あるいは今後の課題としてやっていくならば、そ

れはそれで事実としてやりながら、９月議会まであるわけですから、その方向で条例規則を変え

るということも必要なものなら、やっていくべきだと思うので、私はこの座を明け渡しません。 

決着しましょう。どっちみち私たち、この大変金額的に大きいものを抱えているし、大きな事

業も抱えていて、10人が責任を持って市民に説明を果たしていくという重大な責務を果たして
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いかなければならないので、こう一つでもね、この反対のための反対ではなく前に向けていただ

きたいと思う。 

〇８番（倉田利奈） はい。 

〇臨時会長（山口春美）はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） はい。今おっしゃったように本当に何十億というお金が動く世界なんです

よね。初めての方も見えますけれど、本当にこれは慎重審議が必要だと思っていますし、当局の

方も、せっかく説明する機会であって、説明責任を果たしたいという思いもあると思うのですよ

ね。なのに、それをこのように３回という縛りがあることによって、お互いがこっちもしっかり

判断できない、当局もしっかり説明責任が果たせないということは、お互いにとってよくないと

思いますので、ぜひこの３回については、なくしていく形でお願いしたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

〇臨時会長（山口春美） 議会の総意として、たくさん意見が出されましたが、予算決算につい

ては、その一問一答方式でやれば分かりやすいということで、そんなに時間も見ながらやってい

ますので、皆さんに御迷惑をかけることもないと思うので、総意として執行部にこの改善を求め

るという形で今日のところはまとめちゃだめですか。 

〇７番（神谷直子） 会長。 

〇臨時会長（山口春美）はい。神谷議員。 

〇７番（神谷直子） その３回を超えることができないとして、その項目の３ですね。当初予算

の議案及び決算認定の議案については、歳入歳出それぞれ３回まで質疑することができるという

ふうに決められて、その予算決算はやっぱりいっぱい質問があるからということで、この歳入歳

出それぞれ３回まで質疑することができると、多分これ譲歩案でこうなっていると思うんです。

この平成23年の今までのその経緯のお話。 

〇臨時会長（山口春美） 水面下ですけれどね。 

〇７番（神谷直子） ３回以上やりたいということでしたよね、今の。 

〇臨時会長（山口春美） 一問一答だよね。一問一答。 

〇７番（神谷直子） 一問一答ではやりたいけれど、この当初予算の決算及び議案については、

大きな金額だし、歳入歳出それぞれ３回まで質疑することができるというのが、その１人３回以

上できますよという担保なわけですよ、きっと。この平成23年に決まったことが。それは先輩

の議員の方たちがそういったことを議論して、ここに決められているということで、まだ今回改

選があって初めての議員もいますし、私も何年かぶりに帰ってまいりましたので、一度この１年

やってみて、確かにそれは少ないなとか多いなということを、みんなで認識してから来年変える

ということも遅くはないと思います。 

〇８番（倉田利奈） はい。会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 
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〇８番（倉田利奈） 遅くないと言われたんだけれど、碧南市は終わります。改選１年ごとです

ので、終わっちゃいます。だからこそ、１番最後に、申合せ事項については改選期ごとに改めて

協議並びに確認するものとなっているんですよね。ですから、ここで決めないと１年で変わっち

ゃいますし。 

 はっきり言って、だから我々がどうここで議会運営をしたいかというところだと思うのですよ

ね。ですから、やはりこれは、いいですか、お話しても。荒川議員。 

ですから、やはりこれはですね、お互いのために。 

〇臨時会長（山口春美） 分かりやすいかなと思うよ。 

〇８番（倉田利奈） きちんとこの回数制限はなくして、しっかり議論できるようにすべきだと

思います。いかがでしょうか。 

〇臨時会長（山口春美） 決めませんか、そういうふうに。何のために抵抗してみえるの。 

〇８番（倉田利奈） はい。会長 

〇６番（荒川義孝） 会長。すみません。 

〇臨時会長（山口春美） はい。 

〇６番（荒川義孝） 先にちょっとお願いがあるんですけれど。 

〇臨時会長（山口春美） はい。はい。 

〇６番（荒川義孝） 会長は中立な立場なんで、誘導するような発言だけちょっと御控えいただ

きたいと思います。 

〇臨時会長（山口春美） 前向きな発言です。 

〇６番（荒川義孝） 我々も、そこに誘導されてしまうところもあるので。 

〇臨時会長（山口春美） 前向きです、私。 

〇６番（荒川義孝） 特に新人の議員さんも見えるので、そこだけはちょっと注意して議事進行

してください。 

〇８番（倉田利奈） はい。会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） やはりここで、やはり３回を私は撤廃すべきだと思うのですけれど、 

〇臨時会長（山口春美） やってみればいい。 

〇８番（倉田利奈） もしこの撤廃がしないほうがいいというのであれば、その理由をちょっと

ここでお聞かせいただきたいと思うのですが、お願いしたいと思います。 

〇臨時会長（山口春美） 執行部の言い分だもんね、それはね。はい。 

〇８番（倉田利奈） 議員から聞きたい。 

〇臨時会長（山口春美） うん。 

〇８番（倉田利奈） 反対するのであれば、その理由をお聞かせください。 

〇臨時会長（山口春美） どっちが前か後ろか分かるよね。 
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〇８番（倉田利奈） はい。会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。前か後ろか分かるでしょう。 

〇８番（倉田利奈） 賛同していただけるのであればいいんですけれど、もし賛同しないという

のであれば、もしそのこういうところが問題じゃないのとか、こうじゃないのという御意見があ

れば、先にお聞かせいただきたいのですけれど、お願いいたします。 

〇７番（神谷直子）会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。神谷議員。 

〇７番（神谷直子） 先ほどから申しておりますけれど、この平成23年にここに至るまでは、

いろいろな先輩議員がこの議論してここに至ったという経緯をお聞きしておりますので、だから

１年たったらどう、決めてから、１年たって決めたらどうだという話もしているのにもかかわら

ず、今ここで決めないとだめだみたいな話をされるので、その３回に決まった経緯を今お聞きす

ると、３回でもしょうがないのかなというふうに思う、理解できたので私はこのままでいいと思

いますけれど。もし、それを体験もしていないから分からない議員がいる中で、それを今強行に

決めてしまうというのは、私はちょっとどうかなと思いまして、１年このやられてきた方たちが

どうやって思われるのかというのは、ちょっと気になるところですけれど、次もし来年になると

改選されてしまうから、この碧南市の議員の方たちがそんなことはよく分からないという話にな

って、またこれが堂々巡りになるということになってしまうのかもしれないので、今ここで決め

る、もし決めるんだったら、その９月終わってからとか、譲歩案をしていったほうがいいように

思います。 

〇臨時会長（山口春美） いやいや、今日の議題だから。 

〇７番（神谷直子） 今日の議題ですけれど、今までの経緯を聞くと、それは皆さん先輩議員が

これに決めた理由も納得をしましたし。 

〇臨時会長（山口春美） いや、水面下でしたよ。 

〇７番（神谷直子） それ水面下ではなかったですよね。３回になった経緯は。 

〇８番（倉田利奈） はい。会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） はい。３回になった経緯というか。 

〇臨時会長（山口春美） なんでそんな反対するの。 

〇８番（倉田利奈） そのいついつこうなったは分かるのですけれど、なぜそうなったのかとい

うのは、はっきり言って一般質問が始まったからしか分からなくて、それ以上の理由がちょっと

私は分からないですけれど、それ以外に直子議員は、なんか理解、御理解されたんでしょうか。

ちょっとそこが私分からないのと、もし今、直子議員が今後と言われるというのであれば、この

最後の７の申合せ事項の確認についてから、ここからまず変えないとだめですよね。 

改選期ごとに改めてここで決めるとなっているわけなので、まずこの７を変えないと、だから
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ここでまず決めないといけないと思いますし、もし直子議員が今それをおっしゃるんだったら、

まず７から変えないといけないと思います。 

今までどおりこうやってやったんだから、こうなんだと言うんだったら、この７はまず削除し

ないといけないと思いますけれど、どうですか。 

〇６番（荒川義孝） 会長。すみません。 

〇臨時会長（山口春美） はい。荒川議員。 

〇６番（荒川義孝） 提案があるんですけれど、今、倉田議員がしゃべるなと、隣、新人の議員

さんで分からないことが多いもんで、いろいろ教えていたところなんですけれど、非常に混乱し

てみえるので、今回ちょっと提案として、今日決めたいというお話もあるでしょうが、方法とし

てね、今日決めるべきかどうかという、まず決め方の決を採っていただきたいと思います。 

今日決めるべきか。それか先送りして、さっき神谷議員が言われたように、９月終わってから

決めるのか。そういったまず方向性だけ決めてください。 

〇臨時会長（山口春美） はい。私は議案提案を今、事務局からさせていただいて、申合せ事項

について改選期ごとに改めて協議して確認していくことって、これはちゃんとした議題ですので。

何が議会の民主化、それから議会の発言をちゃんと自由に闊達に行うためには、この縛りをつけ

といたほうがいいのか、一問一答方式でより分かりやすくすればいいのか。どちらが前向いてい

るのか後ろを向いているのか分かると思うんです、皆さんに、民主主義ということを考えたら。 

〇６番（荒川義孝） 御意見はいいので。 

〇臨時会長（山口春美） そうしたら、一歩、一歩進めるということで、今日の議案としてはそ

のそれも含めて、前に向けて踏み出すということで。 

〇７番（神谷直子） いいですか。民主主義で決まったんですよ、これ。 

〇８番（倉田利奈） ちょっと今の許可していないのに、なんで発言しているんですか。 

〇７番（神谷直子） いや、委員長いいですかって言って。 

〇６番（荒川義孝） やるでしょう。今回。 

〇７番（神谷直子） 手を挙げて、ここに立っていますけれども。 

〇臨時会長（山口春美） はい。神谷議員。 

〇７番（神谷直子） はい。ありがとうございます。 

〇臨時会長（山口春美） いや、民主的に決めたわけじゃないです。 

〇７番（神谷直子） これ、でも決を採ってここに決まっているんですよね。 

〇臨時会長（山口春美） いやいやいや。 

〇７番（神谷直子） 違いましたか。 

〇臨時会長（山口春美） うん。そうじゃないよ。議長がある日、突然やった。 

〇７番（神谷直子） 議長がある日突然、この会議規則になったんですか。 

〇臨時会長（山口春美） ４回を制限したんだもん。 
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〇７番（神谷直子） いや、それは会議規則に載っているから４回を決め、４回を制止した。で、

そのそれにこの申合せ事項にくるまでに、皆さんで協議して決められたという。 

〇臨時会長（山口春美） いやいや、それね。 

〇７番（神谷直子） それは、民主主義的に決められているのですよね。 

〇８番（倉田利奈） だから、今回も民主主義。 

〇臨時会長（山口春美） 民主的じゃないよね。 

〇６番（荒川義孝） はい。会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。はい。荒川議員。 

〇８番（倉田利奈） 民主主義じゃないの。 

〇臨時会長（山口春美） どっち向いとるの、２人は。 

〇６番（荒川義孝） 先ほどからね、変わる前提、変える前提をこの申合せ事項というのは、協

議されていますけれども。変えないという選択肢もあるんですよ。 

〇臨時会長（山口春美） ええ。 

〇６番（荒川義孝） このままでいいですかという提案もしてきてみえるので、委員長、会長、

すみません、原点に立ち返り決を採ってください。 

〇臨時会長（山口春美） 決で、多数決で決める問題じゃないので。ずっと今まで進めてきて。 

問題発言が。問題を提起されてみえる質疑が出たんじゃないですか。そこから始まっているの

で。 

〇６番（荒川義孝） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） 荒川議員。 

〇６番（荒川義孝） 御意見はあれですので。 

〇６番（荒川義孝） 倉田議員、不規則発言ですよ。 

〇８番（倉田利奈） あなたが不規則発言じゃない。 

〇６番（荒川義孝） はい。止めてください。今は指名されたから答えているだけです。 

〇臨時会長（山口春美） どっちを向いているの、荒川議員。 

〇８番（倉田利奈） 言っていないです。 

〇６番（荒川義孝） あなたも不規則発言です。今お願いしたいのは、これをいいですかという

ことで出てきています。なので、まずここを今いろいろな意見が出ました。変えなくてもいいと

いう方も見えると思います。これ決を採らないと一向に決まっていかないですよ、これ。昼も超

えて。 

〇８番（倉田利奈） はい。 

〇６番（荒川義孝） まだ発言中です、倉田議員。昼も超えてね、延々となってしまいますよ。 

先ほど、ではデメリットを言えという話を、デメリットを高浜市の現状で言わせていただきます。

１人回数無制限にすると延々と１人の議員がしゃべって、意見したい、質疑したい議員が遠慮し
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てしゃべれないんですよ。そういう現象が起きてくると思います。 

なので、回数制限というのが必要になってくると思います。何を笑っているんですか、会長。 

〇臨時会長（山口春美） なりませんね。 

〇６番（荒川義孝） いいですか。これを意見として、不規則発言ですよ、倉田議員。いいです

か。よろしくお願いします。 

〇臨時会長（山口春美） はい。何度も皆さんに質疑はありませんかということで向けてまいり

ました。言われない方は言われなかったし、言われた方は見えるので。 

〇８番（倉田利奈） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） 前向きな論議をしたいので、本日中にこの協議事項の決着を前に着け

たい。前に進めてね。 

はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） はい。話せない人が今いたという話なのですけれど、それは。 

〇臨時会長（山口春美） 何度も求めているよ。 

〇８番（倉田利奈）議長とかの采配によるものでございますので、それは議長がしっかり采配し

ていただいて、発言したい方の発言はしっかり発言を保障する。それは議長の役目だと思ってお

りますので、ぜひ、それは今発言したい人ができなかったというのであれば、それはそれで議長

に申し出て、この場で申し出ればいいことかと思います。 

なので、興奮されてお話しされましたけれど、発言したい人はしっかり発言ができる。それは、

保障するためにもやはりこの３回は撤廃すべきではないでしょうか。 

〇６番（荒川義孝） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい、荒川議員。 

〇６番（荒川義孝） はい。今、議長の不平をすごく言われたと思いますけれど、基本的に会が

５時間、６時間となっていく中で、発言を本当にしたい、用意してきている議員もいます。 

〇臨時会長（山口春美） どうぞ。 

〇６番（荒川義孝） だけど、やっぱり時間を皆さん。 

〇臨時会長（山口春美） どうぞ。 

〇６番（荒川義孝） 今日の話じゃないですよ。 

〇臨時会長（山口春美） うん。 

〇６番（荒川義孝） 今までの議会の長く質疑された方の事例を上げています、今。その中で発

言した議員の今回、例えばこれは３回というのは、そういう観点から回数を制限したと思うので

すけれど、これフリーにしてしまうと、１人で本当に５時間６時間しゃべる議員も出てくると思

います。なので、その辺りをちゃんと酌んでいかないと、手を挙げないと議長もやっぱり指名も

できません。遠慮して、指名して、質問を見るとね、質疑用意してきている方も見えます、やっ

ぱり。なので、その辺りやっぱり制限して時間短縮というかね、それぞれの枠を確保してあげな
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いと。時間もあるもんでね。そういったところ、今まだ私発言していますよ。 

そういったところも加味してね、回数制限というものを設けられたと思います。皆さん、よく

会議録見て御存じだと思いますが。 

〇８番（倉田利奈） はい。会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） 今、会議録見てとおっしゃったんですけれど、だったらちょっと衣浦衛生

組合の会議録を御覧になっていただきたいかと思います。これの時間が市議会会議規則は４時ま

でとなっております。けれど、４時近くまでやったこと今までも一切ございません。昼過ぎたこ

とも、もうほとんどございません。 

なので、今ちょっと荒川議員がおっしゃったことは、各議会ではあったのかもしれませんが、

衛生組合議会ではそういうこと全くございませんので、御理解いただきたいかと思います。 

〇６番（荒川義孝） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） 荒川議員。 

〇６番（荒川義孝） 今４時までとか、時間、推測の域で、言ってみえるかと思う。 

〇８番（倉田利奈） すみません。 

〇６番（荒川義孝） 実際に今、不規則発言ですよ。倉田議員。推測の域であってね、これが例

えばフリーにした場合、私ども高浜市議会でも、フリーの質疑の委員会もあれば、やはり回数縛

ってやっているところもあります。回数を縛るとね、やっぱりその辺りはしっかりといろいろな

議員が発言できるのですけれど、回数を縛らない委員会等につきまして、延々としゃべられる方

も見えます。なので、そういった部分も含めて皆さんの機会、本当に、いろいろな発言をする機

会、質疑する機会というのを設けていくためには、やっぱり回数制限というのは必要ではないか

と思います。 

〇臨時会長（山口春美） 皆さん、市民の貴重な１票をいただいてここの場に座ってみえるわけ

で、その方に一人一人遠慮はいりませんので、それで一旦やっても来年またここで見直しの機会

もきますので、一旦やってみて本当にそんな荒川議員が言うようになるのかどうかもちゃんと体

験上ね、文句を。 

〇６番（荒川義孝） 会長。会長がやってみるとかそういうのではなくて、どうですかと尋ねて

ください。 

〇臨時会長（山口春美） そうだよ。 

〇６番（荒川義孝） 誘導しちゃだめです。 

〇臨時会長（山口春美） だから途中で言われるから。私が言っているときに。それこそ民主的

じゃないのよ。途中で言っていることをね。 

だから、そういうふうに１年ごとに見直しをしていくと、確認していくとなっているんだから、

せめて予算決算については一問一答方式で、当局も分かりやすいようにやっていくということで
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やってみて、それでなお支障があったらまた来年の皆さん、碧南側の人がいるかどうか分かりま

せんが、その新しい人たち検討すると。せっかくこういう機会が回ってきたので、私はこのチャ

ンスを生かして一歩でも前に進めていきたい。どちらが民主的かといえば、議員の発言をちゃん

と保障するということが、私は衣浦衛生組合の議会の民主制の是非に関わることだと思いますの

で。私は議長として、ここについては、ほかのことは今後検討するにしたって、変えていくとい

うことは十分可能だと思いますので、いかがですか、そういうことで、手を打っては。 

〇事務局長（片山正樹） 会長、事務局長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。事務局長。 

〇事務局長（片山正樹） 先ほど倉田議員が４時近くまでなったことはないですという話だった

んですが、衛生組合はこれで３年目なんですけれど、私が来る前の部長のときは４時近くまでと

か昼過ぎまでというのがあったということは私は聞いています。４時は超えてないかもしれない

かもしれないけれど、４時近くまでとか昼はあったということで、全くないということはないで

す。 

それから、今、会長が言われる３回を撤廃するというのは、会長は前の経緯を言われました。

うちも説明しましたけれど、その代わりに一般質問はなしというようなことでよろしいんですよ

ね。 

〇８番（倉田利奈） はい。 

〇臨時会長（山口春美） はい。何の権限でそういうこと言っているのか。 

はい、倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） いや、経緯はそれで経緯であって、一般質問はもちろんやりますよ。やり

ます。やった上で、はっきり言って、決算委員会、予算委員会、答弁漏れもいっぱいありますし、

やはり当局も多分ここしっかり説明できたのにと思うのに、いっぱいあったものだからちょっと

何から答えていいか分からなくなっちゃって、しっかり答えができなかったな。本来だったらで

きたのに、残念だなと思うことも私はありました。 

ですから、やはりお互いのために、やはりそれはきちんとやるべきだし、さっきその時間が

云々とおっしゃいましたけれど、やっぱり、夜中までもう夜７時、８時までしっかり議論してい

る議会もあります。やっぱりそれが、私たちが市民から付託されてしっかり議論した上で、賛成

か反対か、そして議員としての牽制とか監視をきちんと役割を果たすということだと思うのです

よ。 

逆に時間がここまでしかないとおっしゃることのほうが、私はちょっとどうかなと思っており

ますので、やはり私は何時になってもやはりそれはしっかりやるべきだと思いますし、ただ私は、

何時になってもっていってもそんなに時間かかっていませんよということを言いたかっただけで

あって、市議員としてはですね、近隣市でもですね、夜７時とか８時とかまで、決算とか予算と

か、特別委員会やっているところもあります。 
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でも私たち委員会もなければ、１日で、やってしまうということなので、やはりそこはですね、

あまりにも私はこんなんで皆さん賛成できるんですか、反対できるんですかと聞きたくなるよう

な議会の中の議論では、やはり私はそれで責務を果たしたとは、自分は言えないと思っておりま

すので、しっかり責務を果たせるように皆さんで、そういった機会をしっかり設けてはどうかと

思いますので、御賛同いただきたいと思います。 

〇５番（髙木洋和） はい。 

〇臨時会長（山口春美） はい。髙木議員。 

〇５番（髙木洋和） すみません。髙木です。 

あまりこう前に進んでいない感じがするので、ちょっと決を採ったらどうでしょうか。正直、

私、新人なものですから、内容とかがまだまだ未熟で分かっていないところがあります。 

なので、本当、正直言えば、ここで決、決というか、判断することには正直10人の中で、皆

さんの市民の皆さんの中から選ばれた人間としてきていますので、簡単にすることはできないと

いう。本当に重い気持ちではありますが、前に進まないので、やるかやらないか、今がいいのか

よくないのか、進むか進まないのかという決は採ってはいいかなと思うのですけれども、皆さん

どうでしょうか。 

〇臨時会長（山口春美） 髙木議員は、どちらが民主的だと思うの。それを聞きたいな、素朴に。

真っ白じゃないと思うんですよ。議員の発言を保障するということのほうが、より議会の活性化

に役立つというふうに思われませんか。 

そうだとしたら、前に一歩進めて一遍やってみましょうと。来年まただめだったら変えればい

いんだからという提案をしているんですよ。 

〇８番（倉田利奈） はい。会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） ぜひ１人ずつですね、そういう形がいいのか聞いて、 

〇臨時会長（山口春美） うん。何でも止めればいいという話じゃない。 

〇８番（倉田利奈） その理由を１人ずつちょっと聞いていただけないでしょうか。 

私やはりですね、ここで今おっしゃったようにね、分からないとおっしゃいました。私から言

うと、分からないであれば、議員のやつをきたら、私は毎回ここ傍聴しています。自分が衛生組

合議員でなくても。やはりそれは傍聴して勉強してくるべきであると思いますし、分からないな

ら分からないで、分かりませんということで、賛成なのか反対なのか、１人ずつその理由を添え

た上で御意見お聞きしたいと思います。 

そうじゃないと、なんで私は反対なのか、今、荒川議員と神谷直子議員はいろいろおっしゃい

ましたけれど、ほかの方のちょっと御意見がよく分かりませんので、お願いしたいと思います。 

〇臨時会長（山口春美） 分からないじゃ、反対じゃいかんわね。 

〇事務局長（片山正樹） 会長。事務局長。 
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〇臨時会長（山口春美） はい。事務局長。 

〇事務局長（片山正樹） はい。賛成か反対か、内容がどうかということは、今ここの申合せ事

項の案の協議事項だけだと、それこそなかなか分かりづらいと思うんですよね。この３回を撤廃

するだけで、それがいいのか、悪いのか、それが民主主義にいいほうなのか、悪いほうなのかだ

けになるし、ではここでその代わりに、一般質問は過去にやってこなかったので、じゃあ一般質

問はやめて無制限にするのか、そういう話もあるし、これだけじゃなくて、もうそういうことを

決めるということであれば、一般質問をやっていない一部事務組合はいっぱいあります。それか

ら、定例会２回というところが多いです。 

そういうのを含めて、委員会がどうかだとか、協議会はどうなっているんだだとか、そういう

ところも全部で、愛知県14一部事務組合あるんですけれど、そういうところ何月に何回やって

いるんだとか、そういうことも含めて調べて、そういうのをお示しして、これはどうかというこ

とをやっていかないと、これだけで３回だけ撤廃しようかというのはちょっと、我々としては無

理があるのかなとふうにちょっと思います。 

以上です。 

〇８番（倉田利奈） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） すみません。これは議会で決めることですので、事務局長は、どういう立

場で今お話されたのでしょうか。 

私たちが議会で、議会運営は決めることです。 

〇臨時会長（山口春美） 違うよね。 

〇８番（倉田利奈） 事務局長は、議会事務局の立場で言われたんですか。何の立場で今言われ

たのですか。それは、私は今、事務局長がお話するべき立場ではないと思っております。 

〇臨時会長（山口春美） うん。うん。 

〇事務局長（片山正樹） 会長。事務局長。 

〇臨時会長（山口春美） 事務局長。 

〇事務局長（片山正樹） 議会事務局長の当然立場もあります。私は兼務していますので。 

それから、そういうふうなこのこういう決定する場合に、一方的なこういう案じゃなくて、ほ

かはどうなっているのだろうかというのは、皆さんはそれは当然関心があることだし、それは知

っておかなければここの判断がなかなか難しいことじゃないんですかと思います。 

〇８番（倉田利奈） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） 事務局長の立場であれば、そのように言ってください。事務局長とですね、

結局、ここの衛生組合議会の局長が一緒なんですよね、うち立場が。それもね、おかしいと思っ

ているんですよ。それも本当は改善していかなきゃいけないところだと思っています。申し訳な



 

２５ 

いですけれど、今いろいろな提案をされましたけれど、事務局長が提案することではないので、

それはここの議員がそういうふうに提案するならいいんですけれど、事務局長の立場が提案する

ことではございませんので、御理解ください。 

〇臨時会長（山口春美） はい。神谷議員。 

〇７番（神谷直子） 今、事務局長がお話したのは、一方的な情報だけでなく議員として、皆さ

んに知っておいてほしいという情報を教えていただいたので、その立場で物を申すなというのは、

ちょっとどうかなとは思います。 

資料として今日の申合せ事項に載せていないから、追加で発言したというふうに私は受け止め

ましたけれど、そんなことはともかくこの申合せ事項について、変えるのか変えないのかという

決を採っていただきたいと思います。 

〇８番（倉田利奈） はい。会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） ですから、決を採るのは、私は構いませんけれども、ここまできて、それ

ぞれがどういった考えなのか今、全然発言していない方お見えですので、どういったお考えなの

かちょっとお聞きしたいと思います。３回がふさわしいのか、ふさわしくないのか、撤回、撤廃

するのがふさわしいのか、ふさわしくないのか。で、その理由についてお聞かせいただきたいと

思います。 

ただ単に賛成反対ではなくて、本来であれば、全員一致で本来では変えたいと思いますので、

その辺りお聞きしたいと思いますが、どうでしょうか。御発言ございませんので、お願いしたい

と思います。 

〇10番（福岡里香） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。福岡議員。 

〇10番（福岡里香） 私も今日が初めてなのですけれど、予算決算の委員会は、高浜市議会で

もやっていまして、一応３回までとなっています。で、今この話、いろいろな皆さんの話を聞い

ていて、前回決まったのが平成23年に３回まで。今、令和７年で、先輩議員がそうやって決め

られたかもしれないけれど、今は今で、この10人の議員でどうしていきたいかだと思うので、

私は別に過去にとらわれることは必要ないかなと思っていて、この去年も令和６年５月31日で

もう決定しているということは、すぐに決めているということですね、これ。申合せの変更とか

も。なので、別に初めてだろうと、決められることもあるのかなと思います。で、別に私は、３

回以上しても、いいんじゃないかなと思います。一般質問をやめるとかやめないかは、私はそこ

は分からないです。そのここの一般質問を聞いたことがないので、だけど、３回以上別に質問す

るのは、別に必要であればいいと思います。 

〇臨時会長（山口春美） はい。ありがとうございます。 

この中身も５時までに出すというのも一方的に決めてきたしね、執行部が。こうやって決めま
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したからよろしくと言って、何にも１年たって私たちがもんで決めたわけじゃないですよ。そう

いうものも随所にここへ入っていますよ。だけど、これ全部一応踏襲して今日確認しないとそれ

がやれないから、提案されているわけで。執行部が一方的に言ってきましたよ、これ５時まで正

午までに最終日は出さないかんよと。出せるでしょうとか言って、出してみえたよ。別に議会で

もんだわけじゃないですよ。 

絶えず私たちチェックしなければならない立場だけれど、おびやかされているの。執行部のほ

うが権力あるからね、いろいろな情報も持っているし。そういうのに対して、それで執行部がそ

ういうからといって、右から左でいいんですか、本当に。 

〇８番（倉田利奈） はい。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） そうですね。先ほどの今のこの正午までとするというところも私は問題だ

と思っていますし、 

〇臨時会長（山口春美） ねえ。途中で。 

〇８番（倉田利奈） 実はまだほかにも問題はあります。 

〇臨時会長（山口春美） うん。ほとんど執行部が言ってきただよ。 

〇８番（倉田利奈） その下の便宜のとおりの一般質問の通告書のここのところについては、も

う国語的におかしな文言になっていますし、それから日程についても、これもよく見ると令和７

年の１月15日に修正されているんですよね。ところがこれをもらったのが22日です。一方的に

決められてきている。本当になんか私たち操り人形じゃなくて、私たちが主になっていろいろな

ことを決めていくべきだと思っておりますので、そこのところを皆さん、勘違いされないように

しっかり考えていただきたいと思います。 

私たちで決めて、私たちがしっかり当局の言うことがね、正しいのか、今の各施設の運営が正

しいのか、市民の声が届いているのか、それをしっかりやるべきだと思っていますので、ぜひ皆

さん、お考えいただきたいと思います。 

今年度ですね、この日程も例えば令和８年の３月25日を見ると、予算説明会が３月25日で、

２日後が定例会とかね。本当にこれ、議員ファーストじゃないんですよね、全然。本当にそうい

う点も含めて、やはり、しっかり我々が意見を言える機会はつくるべきだと思いますので、まず

この３回については撤廃すべきですし、それから日程につきましても、我々のほうからしっかり

意見を言っていかなきゃいけないと思いますし、この最終日の受付時間が正午まで、これは定例

会開会日の10日まで、10日前までなんですよね。十分時間があるんですよ。なのに、５時まで

ではなくて正午までとするということで、やはりそれは言われているからそのとおりですではな

くて、やはりですね、そこは逆に変えないほうがいいと思いますので、ぜひともどうでしょうか。 

〇臨時会長（山口春美） こういうふうに緩和するということで、前に向けて今日のところはま

ずはやってみるということで合意できませんか。 



 

２７ 

〇６番（荒川義孝） ちょっと１時間経過しているので、 

〇臨時会長（山口春美） うん。 

〇６番（荒川義孝） 休憩入れさせてもらっていいですか。 

〇臨時会長（山口春美） はいはい。 

〇６番（荒川義孝） ちょっとお手洗いも行きたいですし。 

〇臨時会長（山口春美） 休憩します。５分ですよ。20分から再開します。 

午前11時15分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――― 

午前11時20分 再開 

〇臨時会長（山口春美） 再開します。 

引き続き、申合せ事項の確認、協議を行いますけれども、いかがでしょうか。 

〇３番（小林晃三） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。小林議員。 

〇３番（小林晃三） この申合せ事項に関して、今何を決めなきゃいけないのかというのを錯綜

しているような気がするんだけど、中身に関しては問題があるという話があって、これも今日全

部決めなきゃいけないのか。 

〇臨時会長（山口春美） うん。 

〇３番（小林晃三） であるならば、僕はこの衣浦衛生組合の申合せ事項に関しては、僕は現状

維持なままでいいと思います。 

その発言の３回の規則に関しては、平成23年から連綿とこの高浜市の衛生組合の議会でやっ

てきたことを、今ここのメンバーで簡単に変えてしまっていいものかどうなのかというのは、し

っかりと話し合って決めるべきだというふうには思っています。 

先ほど、３回の回数制限の中でも今まで言われてきたことは、議員の資質として質問を３回に

しっかりまとめてくるという資質も大事なことだという話も、過去の高浜議会でもいわれてきた

ことであるし、例えばその予算決算の中で答弁漏れが明らかにある場合は、議長の判断で質問を

許すことだってできるわけですので、それはここはあくまで申合せ事項なだけであって、僕はこ

の現状維持のままで今回はいくべきだと思っていますし、で、さらに倉田議員とか様々な議員か

ら指摘があった部分に関しては、今後しっかりと話をしていくのが筋だろうかなというふうに思

います。今日１日でこれを全て変更して変えていくというのは、ちょっと問題があるかなと思っ

ています。 

以上です。 

〇臨時会長（山口春美） はい。ほかの議員の方は。 

はい。藤田議員。 

〇４番（藤田宇哉） ここの議会の活動として、質問が３回を超えるというところが、議員とし



 

２８ 

ての活動を制限するのではないかというところについて、それを大きく否定するところではない

のですが、慣例というか、これまでずっとこれでやってきている状態で、私が今この現状でそれ

で３回で十分ではないというふうに判断するのは、慎重な立場ではございます。 

先ほど、事務局長がほかの議会だと年３回もやっていないとか、質問の回数がというところも

ございましたので。今、印象としては、議員の活動を進めていく、進めるという部分ではもちろ

ん一定の理解を示すものではありますが、今回の高浜市碧南市の衣浦衛生組合議会として、適切

かどうかを判断するのが今回現状としては、僕の判断するのが厳しいのかなと思いまして、こち

らの今、判断するのは慎重な立場でございます。 

以上です。 

〇臨時会長（山口春美） ほかの御意見はありますか。 

私も発言します。一般質問、本庁のほうでも、一問一答方式を取り入れてから、もう一問一答

方式でやられる方がほとんどですよね。ですから、今のこの衣浦衛生の予算決算の審議の仕方は、

一括方式の３回制限という形で、その一般質問でいえば、前やってきた古くさいやり方を踏襲し

ているわけで、そういう意味では、一問一答方式の新しいやり方に変えてほしいという、こうい

う素朴なお願いです。 

私は、先ほど折衷案を出しましたけれども、一般質問を５月にやらないとするならば、これを

一歩でも前に進めたらどうかということで、今日はこの議案として提案がされているので、これ

を協議して決めたい。多数決で決着するという形ではなく、みんなで協議して一歩でも進めてや

ってみて、もしだめだったらそこに問題がまた出てきたならば、もういつも新鮮に来年のまた申

合せ事項の検討のときに、次期の議員にまた付託するということで、かねがねやってきた結果、

秘密裏にやって議長が４回目で制して始まったこのやり方が、本当にやりにくいというふうにつ

くづく思っているので、倉田議員も私も同感と思ってきました。 

せっかくの機会なので、若い人たちも含めて発言をしやすいスタイルをつくり上げていきたい

なというふうに心から思います。という意味で、ここは一歩前進という形でやって、執行部は死

ぬほど嫌かん、そういうことが。死ぬほど嫌ですか、そんなことは。いいじゃないですか、その

予算決算が終わるまで、聞きたいことをちゃんと聞くということは、大元のルールというふうに

思うので、そこはみんなでオッケーということにはならないんですか。決を採るなんて、私が会

長である限り、決は採りませんよ、今日は。一貫して今日は決を採る会議ではありません。決を

採る、多数決で進める会議ではないので、全協でもないし、本会議でもないし、議決事項ではな

いですから。協議事項ですから。よろしくお願いします。前に向いて進めませんか、皆さん。 

〇３番（小林晃三） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。小林議員。 

〇３番（小林晃三） 会長の立場でそこまで意見を誘導するのはどうかと思いますが、私は先ほ

どから申し上げているように、この10人でこの場で全て決めてしまうというのは、非常に危険
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性が高いと言っています。だからこそ、しっかりと問題点をしっかりこの１年間かけて洗い出し

て、さらにそれをいいものにするためには、ここで決めてしまうよりはしっかりと話合いの場を

設けるべきだと申し上げているわけであって、ただ今のこの現状で話をするなら、僕はこの申合

せ事項（案）現状維持でよろしいかと思っています。 

以上です。 

〇臨時会長（山口春美） 決を採りますか。皆さん、そんなやり方でいいの、本当に。 

全てと言っていないですよ。だから、凝縮した上で、問題点はその予算決算の委員会設置とか

いろいろありましたけれども、一問一答方式に変えていくという。一般質問のように、当局、執

行部が碧南市でもやっているように、そちらのほうがやりやすいから、みんなそういうふうにし

ているでしょう。そういうふうに変えていくということは、一般質問もちろんやりやすいですよ、

20分もあるし、うちなんかね、と思うので、そこは譲歩して前に進めませんかということを、

何がそんなやぐるってまで止めないかんだ。 

〇８番（倉田利奈） はい。会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） 小林議員が今おっしゃったように決めていくのであれば、それはどういっ

た場で協議されていくというふうにお考えなんですかね。うちは議会運営委員会とかそういうの

はないんですけれど、今後じゃあそこそういった協議する場を、ここで皆さんで決めていただけ

るということでしょうか。どういったことでしょう。それがよく分からないです。 

〇臨時会長（山口春美） 今日だよ。決着は。 

〇３番（小林晃三） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。小林議員。 

〇３番（小林晃三） それはこの10人で決めればいい話であって。 

〇臨時会長（山口春美） そうだよ。 

〇３番（小林晃三） 今、ここで決めるべき話ではないので。 

〇臨時会長（山口春美） いや、今日テーマだから。 

〇３番（小林晃三） だから先ほども申し上げているように、ここで全員一致でなければ前に進

めないのであれば、僕は反対なので、変更することに関しては、現時点では。 

〇臨時会長（山口春美） １人でも反対がおったらやめかね。みんな反対、じゃあ。 

〇３番（小林晃三） だから、決を採るなら決を採っていただくのも結構ですし、 

〇臨時会長（山口春美） みんな反対なの。 

〇３番（小林晃三） 僕は僕の意見を述べました。 

〇臨時会長（山口春美） 福岡さんは、少なくとも賛成されたと思うけど。 

〇８番（倉田利奈） はい。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 
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〇８番（倉田利奈） これ、今までどおりということですかね。小林議員は。 

そうなると、最終日の受付も正午までというのは、それはなくなるということですよね。もち

ろん今までどおりであれば。今回勝手に事務局から提案されちゃっているのですけれど。 

〇臨時会長（山口春美） 途中で変えたんだよ、これ。 

〇８番（倉田利奈） それもないわけですよね。 

〇臨時会長（山口春美） 申合せも何もなく。 

〇８番（倉田利奈） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） 倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） それは、ごめんなさい。それはこのとおりということですね。 

〇臨時会長（山口春美） はい。 

〇８番（倉田利奈） さっき言ったように、国語的にも恥ずかしい表現があるのですけれど、こ

のとおりということなんですね。 

〇事務局長（片山正樹） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。事務局長。事務局長、発言求められた。はい。 

〇事務局長（片山正樹） 今、倉田議員が言われましたので、大丈夫ですけれど、この最終日の

受付時間の変更は、今回に出した議案じゃなくて昨年度決まったことです。 

〇臨時会長（山口春美） 途中で決まったんだよ。途中で言ってきたよね。執行部が。 

〇事務局長（片山正樹） いや、違うんですよ。昨年度のこの申合せ事項のときに提案させてい

ただいて、多数決で決定したということです。 

〇臨時会長（山口春美） どうする。はい、野々山議員。 

〇９番（野々山 啓） 今まで賛成反対の意見がいろいろ出てきたかと思います。結論として、

議長はどのようにお示しをしていただくのか。議長、会長。会長は、結論としてどのようにお示

しをするのか教えてください。 

〇臨時会長（山口春美） ぎゅっと凝縮して、これだけはみんなで譲り合って、譲り合ってとい

うか、前に向いての提案なので、やったらどうですかという提案です。 

でも、やぐるってでも嫌だというなら嫌だけれども、問われるわね、議会としては。そういう

前向きなみんながやっている一般、一問一答方式というのをこれ拒否されるなら、じゃあ一般質

問でなんでやっているのかなというふうにも思うし、やりやすいのはやりやすいじゃないですか。 

私たちも初めのときはいろいろ抵抗があったけれども、審議の仕方としてはやりやすいと思う

ので、それぐらいは前にいったって、ばちは当たらないと思うのだけれど、進めたらどうかなと

思うんですよ。だめなんですか、それも。 

〇８番（倉田利奈） はい。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） はい。なかなか意見がまとまりませんけれど、多分、今までの話を聞いて
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いると、新しくなられた方は多分、私も毎回傍聴ここのところきているので、お姿見ていないで

すし、結局会議録とか、どの程度見てらっしゃるか分からないなと思いながら、あんまり見てい

らっしゃらないのかなと思うので、今までの御発言でいくと。そうなると、やはり、どういう状

況かというのがよく分かっていない。よく分かってらっしゃらないのかなと思うと、今決められ

ないというのもそれも分かります。分かるのだけれど、やはりじゃあ何がお互いにとってウィン

ウィンなのかということを、考えるところが１番いいのかなと思います。 

先ほども、私何回でも申し上げていますが、私たちは市民の代表としてここにきています。な

ので、やはり自分が疑問に思うことを、市民が疑問に思うだろうと思うことはしっかりお聞きし

て、しっかりそれは市民に伝えていく。それが私たちの責務であります。 

だけど、今までであれば私が経験する分では、はっきり言ってそれができなかった。できなか

ったから変えてほしいんですというお願いをしています。なので、私はできなかったと思ってお

りますし、なので、とりあえず１回これでやってみて、それでもやっぱり３回じゃないと困るし、

３回のほうがいいというふうに思えば、それはそれで元に戻すことだって私はやぶさかではない

と思います。これはあくまでもこのメンバーで決めることです。ですから、とりあえず１回やっ

てみませんかという提案です。本当に私は、当局にとっても本当に悩ましいことだと思っていま

す。 

もうだって、幾つも幾つも10問ぐらい一遍にしなきゃいけないんですよね。さっき小林議員

が、そのまとめてやることも議員の資質だと言われたのですけれど、款、項目で言っていくわけ

なんですよ、何ページで款項目、碧南市さんも、多分委員会ごとにきちんと決算とか予算とかや

られていると思うんですよね。それを本会議でしか委員会付託がないからできないんですよ、こ

こでは。そうなっちゃうと、まとめるといわれても結局、款項目で一つ一つ言っていかなきゃい

けないわけですので、そうなると、10問、20問、下手したら20問ぐらい言わなきゃいけないこ

とも出てきちゃうわけですよね。 

そうなると、はっきり言って、もう私が当局の立場でももうどうしていいか分からなくなりま

す。なので、お互いがしっかり理解し合った上で、賛成なのか反対なのかしっかり判断できるよ

うに一度してみませんか。お願いいたします。 

〇７番（神谷直子） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。神谷議員。 

〇７番（神谷直子） なんか先ほどから聞いていると、もうその予算決算の３回だけにまとめて

という御発言でしたけれど。 

〇臨時会長（山口春美） 私はそうしたほうがいいかなと思います。 

〇７番（神谷直子） そこはもう皆さん納得なんですか。そこさえもなんか納得していない、な

んかあっちいったり、こっちいったりみたいな感じで。この申合せ事項をどうするかについては

という議題なので、そのあっちいったり、こっちいったりして、会長、その提案をされましたけ
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れども。そこだけでいいのかどうかという決も採っていないし、このままでいいのかというのも、

どういう決を採る仕方を会長が議事運営をしていくのか、ちょっと理解ができないので。 

〇臨時会長（山口春美） うん。なるほど。はい。 

〇７番（神谷直子） もう一度どうやって議事運営をしていくのかお聞かせください。 

〇臨時会長（山口春美） これは事務方が作った原稿ですけれど、「お諮りします。本件は原案

どおりすることに、御異議ありませんかと。異議なしと認めた場合は、挙手によりお諮りしま

す」というふうになっているのですが、協議事項ですから、私はなるべく協議したいというふう

に思っていますが、あくまでも何もかも発案されて問題を提起されたことに対して、わしは聞く

耳持たんと言うならば、それは残念な結果だけれどね。 

〇８番（倉田議員） 会長。 

〇臨時会長（山口春美） 倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） 今、神谷議員がおっしゃったことですけれど、多分、議案なのか予算決算

なのかというところだと思うんですね、おっしゃっていたのは違いますかね。 

〇７番（神谷直子） それだけでなく、日本語がどうのこうのとか、議会が今後どうなるかって

本当はいろいろありますよね。一般質問のやり方とか。 

〇８番（倉田利奈） とりあえず、今あれですよね。この３回のところですよね。だけど、ただ

小林議員がこれが全部がこのままでいいとおっしゃったので、本当にいいんですかということを

さっき申し上げただけの話であって、私はやっぱり１番は予算決算です。 

予算決算がやっぱり３回では、とてもじゃないですけれど委員会付託がないので、お互いパニ

ックになります。なので、やはり私は本来であれば、議案もやる、３回以上ね、必要な重要な議

案あります。何十億というお金が動く議案があるので、私は必要だと思っています。 

でも、今回はとりあえずお試しで、例えば予算決算だけまずやるとか、そういうふうでもいい

ので、そこは譲歩してもいいと思っておりますので、とりあえず予算決算はやっていかないと。

私は、本当にもう議会運営として、非常に今問題があるんじゃないかなと思っていますので、そ

こはもうとりあえず１回議案をやってほしいですよ。やってほしいんだけれど、予算決算だけで

もやりませんか。３回というのを撤廃するということで、委員会付託もないですし、クリーンセ

ンターを各自治体が持っていれば、それはきちんと委員会付託して議論することですし、なので、

お願いしたいと思います。 

〇臨時会長（山口春美） という提案がありましたが、どうですか。それはあくまでだめなの、

みんな。福岡議員以外は。だめなの。どうする。いい。 

〇８番（倉田利奈） 異議なし。 

〇７番（神谷直子） いやいや。決を採ってください。 

〇８番（倉田利奈） 決を採ると別にいいってなっちゃうんです。 

〇臨時会長（山口春美） それでは、いいですかね、全部含めて。 
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それでは、もう１回、倉田議員の提案もあったのですが、３回の制限をとっぱらうということ

に限ってということもあったのですが、それらも含めてまとめたこの当初の申合せ事項について、

原案どおりとすることに対して、御異議ございませんか。御意見。はい。 

〇７番（神谷直子） 原案どおりで。 

〇臨時会長（山口春美） 異議ありとなりましたので、挙手によりお諮りします。 

お諮りします。本件は原案どおりとすることに賛成の議員の挙手を求めます。 

「賛成者挙手」 

〇臨時会長（山口春美） 挙手多数であります。よって、本件は決定されました。とても残念で

す。 

以上をもちまして、協議事項は全部終了いたしました。 

〇８番（倉田利奈） はい。会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい、倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） すみません。衛生組合議会のこれを事務局にお聞きしたいんですけれど、

日程予定表が配られました。先ほども申し上げたのですけれど、これはどこで決定されるんでし

ょうか。いつどの会議でこの日程でやるというのは決定していくものなのでしょうか。議会運営

委員会がございませんので、そこを教えていただけますでしょうか。 

〇庶務課長（髙橋文彦） 会長。庶務課長。 

〇臨時課長（山口春美） 庶務課長。 

〇庶務課長（髙橋文彦） これは決定といいますか、両市の議会事務局等と日程調整をした上で、

この日しかないというところで組ませていただいております。それぞれの議会で、碧南市、高浜

市の議員選挙が行われて、今回、特に、高浜市のほうの選挙のほうが、結構あとでして、うちの

組合の議会のほうが、組合の協議会が日にちが迫っていたというところで、日程をお知らせする

日にちがなかったというところが、今後もあるだろうということもありますので、来年以降は、

この日程が調整がつきました時点では、両市、議会はこの日程は通知はしてありますけれども、

組合の議員になるならない関係なく、皆さんに碧南市、高浜市の議会の日程の通知と同じタイミ

ングぐらいにお知らせをして、その中で、組合の議員になられた方には、その日程ですというこ

とが先々分かるようにしておくような対応がいいかなというふうに今考えておりますので、でき

るだけ早めにお知らせして、議員さんのほうにも日程調整をしていただくように工夫をしていき

たいというふうに考えております。 

よろしくお願いします。 

〇８番（倉田利奈） はい。会長。 

〇臨時会長（山口春美） はい。倉田議員。 

〇８番（倉田利奈） はい。前向きな御答弁ありがとうございます。 

それはありがたい話なのですけれど、そういう意味ではなくて、ここは議会運営委員会がない
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ものですから、この日程の決定というのはどこでされるのでしょうか。 

それが私、条例とか規則見ても分からないので。これはもうそちらから提案されて、ここの多

分メンバーで、この日１日でいいですねというのを決めないといけないんですけれど、そういう

場がないんですよね。 

なので、それを今後、私は決めていかなきゃいけないのかなというのと、特に、これ各９月、

12月、３月、これいつ告示になるのかまず教えていただきたいんですよ。で、なぜかと言うと

先ほど申し上げたように、例えばその令和８年３月25日予算概要説明会があって、たった２日

後ですよね。間１日しかないんですよ。１日でもう定例会なんですよね。だから、予算概要説明

会受けて、ましてやこの閲覧もその日しかできないということで、すごい短い時間ですよね。結

局26日の１日しか私たち審議できないんですよね。調査、審議ができないということなので、

その辺りも含めて、これはあまり議員にとってはよろしくないんですよ、日程的に。 

これはいつそれぞれ告示されるのか。今回みたいに、23日にこれ議案書もらいましたけれど、

１週間後に定例会ですよということですけれど、それは告示なり資料はもっと早くいただけるの

かということと、あとこの予算概要説明会とこの定例会の近いところは変えていただけるのか、

その辺り教えていただきたいんです。 

〇庶務課長（髙橋文彦） 会長。庶務課長。 

〇臨時会長（山口春美） 庶務課長。 

〇庶務課長（髙橋文彦） 予算、３月議会については、本当に３月の両市の議会が終わった直後

で、もう本当に日にちがない中での開催でございます。ですので、概要説明会も非常に申し訳ご

ざいませんけれども、この日しかないというところで調整をした上でのものでございますので、

なかなか早めるのも難しいかなというふうに考えております。よろしくお願いします。 

〇臨時会長（山口春美） よろしいですか。 

――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇臨時会長（山口春美）それでは、以上をもちまして協議事項は全部終了いたしました。 

これにて令和７年第２回衣浦衛生組合議会協議会を閉会いたします。 

御慎重、御審議、御協力、誠にありがとうございました。 

 

 

 

（午前11時30分閉会） 
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以上は、令和７年５月27日に行われた令和７年第２回衣浦衛生組合議会協議会の会議録で

あります。 

 

令和７年５月27日 

 

臨 時 会 長  山 口 春 美 
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